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就実大学・就実短期大学学友会会則
制定　昭和48年１月１日
改正　平成20年４月１日

令和3年6月１7日

第１章　総　　　　　　　則

第１条　本会は就実大学・就実短期大学学友会（以下「学友会」という。）と称する。
第２条　本会は，就実大学・就実短期大学内（岡山市中区西川原1丁目6番1号）に置く 。
第３条　本会は就実大学及び就実短期大学学生をもって組織する。
第４条　本会は本学教育方針にのっとり，学生の自治の精神に基づき文化及び体位の向上に努め，相

互の親睦をはかることを目的とする。
第５条　本会は前条の目的を達成するために，総務部・文化部・運動部及び同好会を設ける。
２　総務部は学友会役員をもって組織し，文化部・運動部及び同好会の総合的企画運営を行い，庶務・

経理事務を取り扱う。
３　文化部及び運動部を総称してクラブと呼ぶ。
第６ 条 クラブ及び同好会への入部は会員の希望による。

第２章　経　　　　　　　費

第７条　本会の経費は会費・入会金及び寄付金をもってこれにあてる。
第８条　本会の会費は１人あたり年額6,000円とする。
第９条　新入学生は入会金として1,000円を納めるものとする。
第10条　特別の経費を必要とするときは，実費を徴収することができる。
第11条　本会の会計年度は４月１日をもって始まり，翌年の３月31日をもって終わる。

第３章　役　　　　　　　員

第12条　本会には学友会役員として会長１名，副会長２名，会計，会計監査，書記，庶務，企画広報
各若干名を置くものとする。

第13条　会長は本会を代表し ，会務を統轄する。副会長は会長を補佐し，会長に事故あるときは，
その任務を代行する。

第14条　学友会役員の任期は１年とする。ただし，再任を妨げない。
第15条　クラブ及び同好会は部員の互選によって部長１名，副部長１名及び会計１名を選出する。
第16条　クラブ及び同好会に顧問を置く。顧問は本学教員とし，原則として２クラブ及び同好会まで

とする。
第17条　本会に評議員を置く。
　評議員は次の各項に該当するものをもってこれにあてる。
　一　学友会役員
　二　クラブ及び同好会の部長
第18条　本会には代表者委員を置く。
　委員は各クラブ・同好会の代表者及び学友会役員で構成し，適宜例会を開く。
　委員長１名，副委員長１名は互選による。
第19条　本会に大学祭実行委員を置く。本会に大学祭実行委員を置く。
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　委員は次の項より選出し，委員長１名，副委員長２名を互選する。
　一　学友会役員学友会役員 若干名若干名
　二　会員有志会員有志

第４章　会　　　　　　　議

第20条　評議員会は毎年定期に又は会長が必要と認めたとき及び評議員の３分の１以上の要求があっ
たとき，会長が招集し，次の事項を審議する。

　一　会則の決定及び変更
　二　会費及び入会金の決定並びに変更
　三　予算の議決及び決算承認
　四　その他重要な事項
第21条　評議員会の議長は，会長がこれにあたる。
第22条　評議員会の議決は，評議員の３分の２以上の賛成を必要とする。
第23条　総会は年度始め及び会長が必要と認めた場合に評議員会の決定をもとに学内掲示を行い，こ

れに替える。
第24条　総会では，総務部及び各クラブの予算・決算の報告，事業報告その他を行い，会員の意見を

聞くことができる。
第25条　会員の10分の１以上の要求があったとき，会長は臨時総会を行わなければならない。

　　　附　則
１　本会の運営について，必要があるときは，別に細則を定め ることができる。細則は評議員会の

承認を必要とする。
２　この会則は，昭和48年１月１日から実施する。
３　この改正会則は，改正の日から実施する。
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就実大学・就実短期大学学友会会則細則
制定　昭和48年１月１日
改正　平成20年４月１日

平成22年７月１日
平成26年７月１日

第１章　会　　　　　　　計

１　予算は，会計年度始めに学友会役員が原案を作成し，評議員会の承認を得なければならない。
２　決算は会計年度終了後２月以内に，評議員会の承認を得なければならない。
３　予算及び決算は，それぞれ評議員会の承認を得た後総会に提出し，その承認を得なければならな 

い。
４　前会計年度の剰余金はすべて学友会に返却し，次年度の予算に繰り入れるものとする。
５　予算の原案及び決算は，学生部長に報告するものとする。

第２章　学　友　会　役　員

１　学友会役員は互選により決定する。
２　学友会役員が任期中，何らかの理由により，辞任又は欠員になった場合は補充を行う。
３　補充された学友会役員の任期は前任者の残任期間とする。
４　学友会役員の決定は１月20日までに行う。

第３章　ク ラ ブ と 同 好 会

１　会員が同好会を組織するには，次の諸項を必要とする。
　⑴　条　　件
　　ア　本学教員の顧問を擁していること
　　イ　趣旨・目的がはっきりしていること
　　ウ　賛同する会員が10名以上いること
　　エ　学生部長が認めていること
　⑵　手　　続
　　ア 　「同好会設立願」を会長に提出すること
　　イ　学友会役員による面接を受け承認を得ること
　⑶　審　　議
　　ア　会長が評議員会に提案し，賛成議決を経ること
２　同好会がクラブに組織替えするには，次の諸項を必要とする。
　⑴　条　件
　　ア　同好会として２年間以上活動していること
　　イ　会員10名以上を常に擁していること
　　ウ　学生部長が認めていること
　⑵　手　　続
　　ア 　「クラブ昇格願」を会長に提出すること
　　イ　学友会役員による面接を受け承認を得ること
　⑶　審　　議
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　　ア　会長が評議員会に提案し，賛成議決を経ること
３　クラブ・同好会の消滅については，次の諸項を必要とする。
　⑴　条　件
　　ア　クラブ・同好会の会員数が３年間５名以下であったとき
　　イ　クラブ・同好会の会員から申し出があったとき
　　ウ　学生部長が認めていること
　⑵　手　　続
　　ア　学友会役員による面接を受け承認を得ること
　⑶　審　　議
　　ア　会長が評議員会に提案し，賛成議決を経ること
４　会長は上記各項について，すみやかに学生部長に報告するものとする。
５　クラブあるいは同好会が学外において活動するときは，事前に「クラブ活動届」を学生課へ提出

するものとする。


